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Abstract 福沢諭吉は文明開化の第一人者とされる。彼は欧米文明を本格的に

輸入した最初の世代であり、そのことをもって評価されることが多
い。しかし、彼のこの業績をたたえるあまり、明治維新以前の日本
がまったくの無学であったと解釈することは正しくない。維新以前
の日本における学問の蓄積は、欧米文明の理解に役立ったはずであ
る。福沢自身もこの事実ははっきりと認めている。従来余り注目さ
れてこなかった彼自身の言葉として次のようなものがある。今日我
日本人にしてよく洋書を読み、其巧なるは決して西洋人に譲らざる
者多し。其然る由縁は何んそや。吾人の始て洋書を学びたるは僅に
数年前のことなれども、字を読み義を解するの教育は遙に数十百年
、父母祖先の血統に之を伝へたる欺、若しくは全国一般読書推理の
空気に浴したるものにして、其横文を読むの力は本来無一物より始
造したるに非ず、唯僅に縦行文に代るに横行文を以てし、縦に慣れ
たる資力を横に変形したるものゝみ。福沢が言うには、明治の日本
人が巧みに洋書を解釈できるのは、維新以前に日本人が培ってきた
学問の蓄積が存在するからである。この「縦に慣れたる資力」があ
るからこそ、明治以降の日本人は「西洋人に譲らざる」実力を有し
ていた。この解釈は、福沢自身にも当てはまる。「縦に慣れたる資
力」とは、福沢の場合、蘭学修行を始める前に蓄積した学問であっ
た。彼にとってはこの知性こそ、ウェーランドやバックル、ギゾー
、J ・S ・ミルなどの政治・経済思想を価値あるものと判断し、活用
せしめた原動力であった。従来の福沢思想研究は非常に精緻なもの
もあるが、彼が影響を受けた和漢書も視野に入れた研究は多くない
。これまでは、主に西洋思想から福沢の思想を解析する方法が主流
であった。本稿では、福沢における西洋思想の影響は決して否定し
ないが、彼が洋書と出会う前に影響を受けた政治思想に焦点を当て
たい。福沢は自分自身の漢学について、次のように証言している。
殊に私は左伝が得意で、大概の書生は左伝十五巻の内三、四巻でし



まうのを、私は全部通読、およそ十一度び読み返して、面白いとこ
ろは暗記していた。それで一ト通り漢学者の前座ぐらいになってい
たが、体の学流は亀井風で、私の先生は亀井が大信心で、余り詩を
作ることなどは教えずに寧ろ冷笑していた。ここで福沢が言う「先
生」とは、独学で亀井学派になった白石照山である。福沢は、十九
歳までこの白石の塾で亀井流の左伝学を学んでいた。漢学者の前座
にまでなっていたことから考えても、福沢におけるこの思想の影響
は注目に値する。亀井学はその難解さゆえか、戦後日本における漢
文学でもあまり分析の対象になっていない。租裸学の一派として扱
われてしまうことがほとんどである。戦後の左伝学においても、亀
井の貢献は忘れられている。福沢はその生涯において、「一身独立
して、一国独立す」という思想を主張し続けた。明治二年に個人的
書簡で述べ、『学問のすゝめ』や『文明論之概略』ではその詳細な
内容を展開し、『通俗民権論』や『通俗国権論』でも同様のことを
説いた。さらに最晩年に書いた『福翁百話』の序言でも「一身一家
の独立能く一国の基礎たるを得る」と述べている。福沢の思想は状
況により主張の力点が異なるなど、その本質を捉えにくい面もある
が、国家の独立こそ、生涯にわたってこだわり続けた思想であると
言ってよい。洋書から福沢思想を分析するこれまでの研究では、福
沢の言う「国の独立」はどのような源泉から来たものか解明できな
かった。彼が読んだとされる洋書の中に、「国の独立」を中心課題
とする思想家は、まだ発見されていない。この事実を踏まえれば、
彼自身が「やかましい先生に授けられて本当に勉強しました」と述
べる亀井流左伝学の影響は分析する必要がある。以下、最初に亀井
流左伝学を紹介し、この学問と福沢思想の類似性を指摘したい。
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近
代
日
本
研
究
第
二
十
巻

(二
〇
〇
三
年
)

福
沢
諭
吉
と
亀
井
学

の
思
想

福
沢

に
お
け
る

「
縦

に
慣
れ
た
る
資
力
」
と
は
何
か坂

 
本
 
慎
 

一

序

 
福
沢
諭
吉
は
文
明
開
化
の
第

一
人
者
と
さ
れ
る
。
彼
は
欧
米
文
明
を
本
格
的
に
輸
入
し
た
最
初

の
世
代
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
を

も

っ
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
し
か
し
、
彼

の
こ
の
業
績
を
た
た
え
る
あ
ま
り
、
明
治
維
新
以
前
の
日
本

が
ま

っ
た
く
の
無

学

で
あ

っ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
維
新
以
前
の
日
本
に
お
け
る
学
問
の
蓄
積
は
、
欧
米
文
明
の
理
解

に
役
立

っ
た

は
ず
で
あ
る
。
福
沢
自
身
も
こ
の
事
実
は
は

っ
き
り
と
認
め
て
い
る
。
従
来
余
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
彼
自
身

の
言
葉
と
し

て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
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今
日
我
日
本
人
に
し
て
よ
く
洋
書
を
読

み
、
其
巧
な
る
は
決
し
て
西
洋
人
に
譲
ら
ざ
る
者
多
し
。
其
然

る
由
縁
は
何
ん
そ

や
。
吾
人
の
始
て
洋
書
を
学
び
た
る
は
僅

に
数
年
前

の
こ
と
な
れ
ど
も
、
字
を
読
み
義
を
解
す
る

の
教
育

は
遙
に
数
十
百

年
、
父
母
祖
先

の
血
統
に
之
を
伝

へ
た
る
欺
、
若
し
く
は
全
国

一
般
読
書
推
理
の
空
気
に
浴
し
た
る
も

の
に
し
て
、
其
横
文

を
読
む
の
力
は
本
来
無

一
物
よ
り
始
造
し
た
る
に
非
ず
、
唯
僅
に
縦
行
文
に
代
る
に
横
行
文
を
以
て
し
、

縦
に
慣
れ
た
る
資

力
を
横
に
変
形
し
た
る
も

の
・
み
。
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福
沢
が
言
う
に
は
、
明
治
の
日
本
人
が
巧
み
に
洋
書
を
解
釈
で
き
る
の
は
、
維
新
以
前
に
日
本
人
が
培

っ
て
き
た
学
問
の
蓄
積
が

存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

「縦
に
慣
れ
た
る
資
力
」
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
明
治
以
降
の
日
本
人
は

「西
洋

人
に
譲
ら
ざ
る
」

実
力
を
有
し
て
い
た
。

 

こ
の
解
釈
は
、
福
沢
自
身
に
も
当
て
は
ま
る
。
「縦
に
慣
れ
た
る
資
力
」
と
は
、
福
沢
の
場
合
、
蘭
学
修
行

を
始
め
る
前

に
蓄

積
し
た
学
問
で
あ

っ
た
。
彼
に
と
っ
て
は
こ
の
知
性
こ
そ
、
ウ

ェ
ー
ラ
ン
ド
や
バ
ッ
ク
ル
、
ギ
ゾ
ー
、
J

・
S

・
ミ
ル
な
ど
の
政

治

・
経
済
思
想
を
価
値
あ
る
も
の
と
判
断
し
、
活
用
せ
し
め
た
原
動
力
で
あ

っ
た
。
従
来
の
福
沢
思
想
研
究
は
非
常
に
精
緻
な
も

の
も
あ
る
が
、
彼
が
影
響
を
受
け
た
和
漢
書
も
視
野
に
入
れ
た
研
究
は
多
く
な

い
。

こ
れ
ま
で
は
、
主

に
西
洋
思
想
か
ら
福
沢
の

思
想
を
解
析
す
る
方
法
が
主
流
で
あ

っ
た
。
本
稿
で
は
、
福
沢
に
お
け
る
西
洋
思
想
の
影
響
は
決
し
て
否
定
し

な
い
が
、
彼
が
洋

書
と
出
会
う
前
に
影
響
を
受
け
た
政
治
思
想
に
焦
点
を
当
て
た
い
。

 
福
沢
は
自
分
自
身

の
漢
学
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
証
言
し
て
い
る
。

殊
に
私
は
左
伝
が
得
意
で
、
大
概

の
書
生
は
左
伝
十
五
巻

の
内
三
、
四
巻
で
し
ま
う
の
を
、
私
は
全
部
通
読
、
お
よ
そ
十

一



度
び
読
み
返
し
て
、
面
白

い
と
こ
ろ
は
暗
記
し
て
い
た
。
そ
れ
で

一
ト
通
り
漢
学
者
の
前
座
ぐ
ら

い
に
な

っ
て
い
た
が
、

体
の
学
流
は
亀
井
風
で
、
私
の
先
生
は
亀
井
が
大
信
心
で
、
余
り
詩
を
作
る
こ
と
な
ど
は
教
え
ず
に
寧
ろ
冷
笑
し
て
い
た
。

福沢諭吉と亀井学の思想

こ
こ
で
福
沢
が
言
う

「先
生
」
と
は
、
独
学
で
亀
井
学
派
に
な

っ
た
白
石
照
山
で
あ
る
。
福
沢
は
、
十
九
歳
ま

で
こ
の
白
石
の
塾

で
亀
井
流
の
左
伝
学
を
学
ん
で
い
た
。
漢
学
者

の
前
座
に
ま
で
な

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
福
沢
に
お
け
る
こ
の
思
想
の

影
響
は
注
目
に
値
す
る
。

 
亀
井
学
は
そ
の
難
解
さ
ゆ
え
か
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
漢
文
学
で
も
あ
ま
り
分
析
の
対
象
に
な

っ
て
い
な
い
。
租
裸
学

の

一
派

と
し
て
扱
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
戦
後

の
左
伝
学
に
お
い
て
も
、
亀
井

の
貢
献
は
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。

 
福
沢
は
そ
の
生
涯
に
お

い
て
、
「
一
身
独
立
し
て
、

一
国
独
立
す
」
と
い
う
思
想
を
主
張
し
続
け
た
。
明
治

二
年
に
個
人
的
書

簡
で
述
べ
、
『学
問
の
す

ゝ
め
』
や

『文
明
論
之
概
略
』
で
は
そ
の
詳
細
な
内
容
を
展
開
し
、
『通
俗
民
権
論
』
や

『通
俗
国
権

論
』
で
も
同
様

の
こ
と
を
説

い
た
。
さ
ら
に
最
晩
年
に
書

い
た

『福
翁
百
話
』
の
序
言
で
も
「
一

身

一
家

の
独
立
能
く

一
国
の
基

礎
た
る
を
得
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
福
沢
の
思
想
は
状
況
に
よ
り
主
張

の
力
点
が
異
な
る
な
ど
、
そ
の
本
質
を
捉
え
に
く
い
面
も

あ
る
が
、
国
家

の
独
立
こ
そ
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
こ
だ
わ
り
続
け
た
思
想

で
あ
る
と
言

っ
て
よ
い
。

 
洋
書
か
ら
福
沢
思
想
を
分
析
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
福
沢
の
言
う

「国

の
独
立
」
は
ど
の
よ
う
な
源
泉
か
ら
来
た
も

の

か
解
明
で
き
な
か

っ
た
。
彼
が
読
ん
だ
と
さ
れ
る
洋
書

の
中
に
、
「国

の
独
立
」
を
中
心
課
題
と
す
る
思
想
家

は
、
ま
だ
発
見
さ

れ
て
い
な

い
。

こ
の
事
実
を
踏
ま
え
れ
ば
、
彼
自
身
が

「
や
か
ま
し

い
先
生
に
授
け
ら
れ
て
本
当
に
勉
強
し
ま
し
た
」
と
述
べ
る

亀
井
流
左
伝
学

の
影
響
は
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
、
最
初
に
亀
井
流
左
伝
学
を
紹
介
し
、
こ
の
学
問
と
福
沢
思
想

の
類
似

性
を
指
摘
し
た
い
。
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一 

亀
井
南

冥

・
昭
陽

と
自

石
照
山
、

『
春
秋
左
氏

伝
』
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福
沢
思
想
と
亀
井
流
左
伝
学

の
類
似
性
を
示
す
た
め
に
、
こ
こ
で
は
ま
ず
亀
井
南
冥
、
亀
井
昭
陽
、
亀
井
学
を
福
沢
に
授
け
た

白
石
照
山
に
つ
い
て
解
説
し
た
い
。
ま
た
、
『春
秋
左
氏
伝
』
に
つ
い
て
も
、
本
稿

の
課
題
に
沿

っ
て
考
察
し

た
い
。

 
南
冥
は
、
名
は
魯
、
字
は
道
斎
、
主
水
と
称
し
、
南
冥
は
号
で
あ
る
。
ま
た
別
に
信
天
翁
、
居
念
居
士
、
苞
櫻
と
い
う
号
も
あ

る
。
寛
保
三

二

七
四
三
)
年
八
月
二
十
五
日
、
筑
前
早
良
郡
姪
の
浜
忘
機
亭

に
生
ま
れ
た
。
父
は
聴
因
と

い
い
祖
裸
学
を
奉
ず

る
医
者
で
あ

っ
た
。
聴
因
は
南
冥
を
祖
裸
の
門
人
で
あ
る
大
潮
に
従
学
さ
せ
て
、
己
の
志
を
継
が
せ
た
。
南
冥
は
後
に
大
阪
に
出

て
永
富
哺
庵
に
も
従
学
し
、
医
学
を
修
め
る
。
永
富
は
租
練

の
門
人
で
あ
る
山
県
周
南
の
弟
子
で
も
あ
る
の
で
、
南
冥
は
二
つ
の

経
路
で
祖
練
学
を
継
承
し
た
こ
と
に
な
る
。

 
帰
郷
後
は
医
業

の
傍
ら
経
書
を
弟
子
に
教
え
て
い
た
が
、
安
永
七

(
一
七
七
八
)
年
、
藩

の
儒
員
に
抜
擢
さ
れ
る
。
後
、
天
明

四

(
一
七
八
四
)
年
に
は
、
さ
ら
に
藩
校
の
甘
巣
館
の
祭
酒
に
大
抜
擢
さ
れ
る
。
甘
業
館
は
西
館
と
も
よ
ば
れ

て
主
に
祖
裸
学
を

講
義
し
、
東
館

の
朱
子
学
に
対
抗
し
た
。
南
冥
は
そ
の
学
問
は
優
秀
で
あ

っ
た
が
、
才
子
肌
で
あ
る
ゆ
え
ん
か
、
権
威
に
屈
せ
ず

攻
撃
的
な
性
格
で
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
周
囲
の
恨
み
を
買

い
、
弟
子
が
離
れ
て
ゆ
く
こ
と
も
あ

っ
た
。
や
が
て
南

冥
が
大
宰
府

の
石
碑
の
た
め
に
作

っ
た
文
章
に
不
穏
な
文
字
が
あ
る
と
読
言
さ
れ
、
寛
政
四

(
一
七
九
二
)
年
、
祭
酒
を
免
ぜ
ら

れ
る
。
後

に
楽
し
む
と
こ
ろ
な
く
、
文
化
十

一

(
「
八

一
四
)
年
、
発
狂
し
て
自
ら
家

に
火
を
放
ち
、
自
殺

し
た
と
伝
え
ら

れ

る
。

 
昭
陽
は
南
冥
の
長
子
で
、
名
は
旦
⊥、
字
は
元
鳳
、
呈
太
郎
と
称
し
、
昭
陽
は
号
で
あ
る
。
別
に
空
石
、
月
窟
、
天
山
遜
者
と
号



福沢諭吉と亀井学の思想

し
た
。
南
冥
と
は
違

い
、
努
力
家
肌
で
温
厚
な
人
柄
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
十
九
歳
で

『成
国
治
要
』
を
著
し
て
そ
の
才
能
を

発
揮
し
、
甘
業
館

の
句
読
師
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
し
か
し
校
舎
火
災

の
後
、
儒
官
を
免
ぜ
ら
れ
て
平
士
と
な
る
。
以
後
は
家
塾
で
広

瀬
淡
窓

・
旭
荘
な
ど
優
秀
な
弟
子
を
育
て
る
が
、
主
に
古
典
を
読
ん
で
は
そ
の
注
釈
本
を
記
す
と
い
う
生
活
を
お
く

っ
た
。

 
膨
大
に
記
さ
れ
た
昭
陽

の
著
作

の
う

ち
、
特
筆
す
べ
き
は
、
『左
傳
績
考
』

(天
保
二

〔
一
八
三

一
〕
年
)
で
あ
る
。
昭
陽
は

『左
傳
績
考
』
の

「附
録
」

の
な
か
で

「左
氏
あ
る
よ
り
以
来
、
蓋
し
深
く
知
り
、
篤
く
こ
れ
を
信
ず
る
は
、
我
が
三
世

の
如
き

者
、
未
だ
あ
ら
ず
」
と
述
べ
、
亀
井
三
代
に
よ
る
左
氏
伝
研
究
が
空
前

の
規
模
で
あ
る
こ
と
を
誇

っ
て
い
る
。
昭
陽
は
当
時

の
清

朝
考
証
学
派
に
よ
る
研
究
も
把
握
し
て
お
り
、
亀
井
派

の
ほ
う
が
優
位

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。
昭
陽
は

「
春
秋
の
古

へ

に
復
る
者
、
そ
れ
必
ず
海
の
西
に
在
ら
ず
し
て
、
海
の
東
、
実
に
そ
の
人
あ
る
か
な
」
と
述
べ
る
。

 

こ
れ
は
第
三
者
的
に
見
て
も
首
肯
で
き
る
判
断
で
あ
る
。
亀
井
昭
陽

の

一
歳
年
上
に
当
た
る
佐
藤

一
斎
は

『春
秋
左
氏
伝
』

の

講
義
に
、
中
井
履
軒

の

『春
秋
左
伝
離
題
略
』

(弘
化
三

〔
一
八
四
六
〕
年
刊
行
)
を
使

っ
て
い
た
が
、
こ
の
書

は
左
伝
の
本
文
が

な
く
注
釈
だ
け
で
約
四
〇
〇
頁
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
『左
傳
績
考
』
は
同
じ
く
本
文
が
な
く
注
釈
だ
け
で
四
、
七
〇
〇
頁
に
も

な
る
。
し
か
も

一
頁
あ
た
り
の
文
字
数
は

『左
傳
績
考
』

の
ほ
う
が
多

い
。
左
伝
の
本
文
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
秦

鼎
の

『春
秋
左
氏
伝
校
本
』
(文
化
九

〔
一
八

=

]〕
年
刊
行
)
が
約

一
、
八
五
〇
頁
、
安
井
息
軒
の

『左
伝
輯
釈
』
(明
治
四

〔
一
八

七

一
)
年
刊
行
〕
が
約
二
、
六

一
〇
頁
で
あ
る
か
ら
、
注
釈
だ
け
抜
き
出
し
た
ら

『左
傳
績
考
』
に
遠
く
及
ば
な

い
。
国
内

で
は
竹

添
進

一
郎

の

『左
氏
会
箋
』
(明
治
三
+
六

〔
一
九
〇
三
〕
年
刊
行
)
が
出
現
す
る
ま
で
、
『左
傳
績
考
』
に
匹
敵
す
る
規
模

の
研
究

は
存
在
し
な
か

っ
た
こ
と
に
な
る
。

 
清
朝
で
も
乾
隆
代

の
梁
履
縄
に
よ
る

『左
通
補
釈
』
は
、
左
伝
の
本
文
が
な
く
注
釈
だ
け

の
形
式

で
約

一
、八
四
〇
頁
で
あ
り
、

し
か
も

一
頁
あ
た
り
の
文
字
数
は

『左
傳
績
考
』
の
三
分
の
二
か
ら
半
分
程
度
で
あ
る
。
院
元

(
一
七
六
四
ー

一
八
四
九
)
に
よ
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る

『春
秋
左
伝
注
疏
校
勘
記
』
が
や
は
り
注
釈
だ
け

の
形
式

で
約

一
、
三
五
〇
頁
で
あ
り
、

一
頁
あ
た
り
の
文
字
数
は

『左
傳
績

考
』
よ
り
少
な

い
。
両
者
と
も
、
『左
傳
績
考
』
に
比

べ
れ
ば
、
総
分
量
が
三
分
の

一
か
ら
四
分
の

一
程
度

で
あ

る
。
劉
文
漠

(
一
七
八
九
～
一
八
五
四
)
に
よ
る

『春
秋
左
氏
伝
旧
注
疏
証
』
も
詳
細
な
分
析
を
し
て
い
る
が
、
劉
文
漠

の
生
前

に
は
刊
行
さ
れ

ず
、
よ
う
や
く
刊
行
さ
れ
た
の
が

一
九
五
九
年
で
あ

っ
た
。
し
か
も
こ
れ
は
、
左
伝
の
前
半
だ
け
で
終
わ

っ
て
い
る
未
完

の
書

で

あ
る
。

 
『左
傳
績
考
』
は
決
し
て
冗
長
な
作
品
で
は
な
く
、
詳
細
で
あ
る
が
ゆ
え
に
膨
大
な
分
量
を
有
し
て
い
る
。

『左
傳
績
考
』
に
比

べ
れ
ば
、
他
の
作
品
の
ほ
う
が
、
解
読
で
き
る
と
こ
ろ
に
だ
け
注
釈
が

つ
い
て
い
る
よ
う
な
観
が
否
め
な
い
。
清
朝
考
証
学
派
の

研
究
で
す
ら

『左
傳
績
考
』
の
半
分
に
も
満
た
な
い
こ
と
を
考
え
て
も
、
亀
井
学
派
は
、
当
時
世
界
で

一
番
詳
し
く

『春
秋
左
氏

伝
』
を
読
ん
で
い
た
と
判
断
し
て
よ
い
。
左
伝

の
解
釈
は
竹
添
進

一
郎

の

『左
氏
会
箋
』
を
も

っ
て
完
成
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、

竹
添
は

「
自
序
」

の
な
か
で

「亀
井
氏
、
最
も
詳
備
た
り
」
と
述

べ
て
い
る
。

 
昭
陽
は

『家
学
小
言
』
第
二
十
六
章
の
な
か
で

「春
秋
の
義
、
左
伝
は
孔
門
に
合
す
。
他
に
求
む
る
べ
か
ら
ず
」
と
述
べ
、
公

羊
伝
、
穀
梁
伝
を
斥
け
る
。
亀
井
学
は

『孟
子
』
『筍
子
』
を
斥
け
た
こ
と
か
ら

「孔
子

一
尊
主
義
」
と
言

わ
れ
る

こ
と
も
あ

 
(鵬
)、

 
 
 
こ
れ
は
正
確

で
は
な
い
。
昭
陽
は

『左
氏
伝
』
を
記
し
た

と
さ
れ
る
左
氏
も
高
く
評
価
し
て
い
る
。
昭
陽
に
と

っ
て

『左

る
力

氏
伝
』
は

『論
語
』
と
同
様
に
重
要
な
古
典
で
あ

っ
た
。

 
な
ぜ
亀
井
学
は

『春
秋
左
氏
伝
』
を
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
重
視
し
た
の
か
。
客
観
的
な
理
由
は
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な

い
。

し
か
し
当
時
世
界
最
詳
の
左
伝
研
究
を
可
能
に
し
た
基
本
的
な
条
件
は
、
い
く

つ
か
指
摘
で
き
る
。

 
第

一
に
昭
陽
は
藩

の
平
士
で
あ
り
、
家
塾
に
よ

っ
て
ほ
ぼ
学
問
だ
け
で
生
計
を
立
て
て
い
た
。
祖
父
聴
因
や
父
南
冥
が
、
始
め

は
医
者
と
し
て
活
動
す
る
傍
ら
に
租
練
学
を
教
授
し
て

い
た
こ
と
と
は
、
大
き
な
差
異
で
あ
る
。

こ
れ
は
亀
井
二
代
の
学
が
支
持
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さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
特
に
父

・
南
冥
が
抜
擢
さ
れ
た
こ
と
は
、
亀
井
学
が
周
囲
に
理
解
さ
れ

る
こ
と
へ
大
き
く

貢
献
し
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
逆
に
南
冥
は
後
に
失
脚
し
た
が
、
そ
の
た
め
昭
陽
は
高

い
地
位
で
政
治
的
雑
務
に
追
わ
れ
る
こ
と
も

な
か

っ
た
。
そ
の
結
果
、
昭
陽
は
人
生
の
よ
り
多
く
の
時
間
を
、
生
計
を
立
て
る
た
め
の
雑
務
や
政
治
活
動
で
は
な
く
、
古
典
の

研
究
に
使
う

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

 
さ
ち
に
昭
陽
は

『左
傳
績
考
』
の

「
附
録
」
に
お
い
て
、
古
今
中
国
の
膨
大
な
量

の
左
伝
研
究
に

つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
彼

は
同
時
代
の
中
国

に
お
け
る
研
究
も
把
握
し
、
『四
庫
全
書
総
目
提
要
』
も
参
照
し
て
、
亀
井
学
派
が
清
朝
考
証
学
派
よ
り
優
位

で
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
。
こ
の
全
二
〇
〇
巻
の
書
物
を
昭
陽
が
閲
覧
で
き
た
こ
と
は
、
当
時
清
朝

の
書
が
少
な
く
と
も
九
州
北

部
に
は
そ
れ
な
り
に
流
通
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

 
こ
の
亀
井
学
派
の
左
伝
学
を
福
沢
に
授
け
た
の
が
、
中
津

の
儒
者

・
自
石
照
山
で
あ
る
。
自
石
は
俗
称
が
常
人
、
牧
太
郎
、
諌

は
牧
、
字
は
伯
年
、
号
は
最
初
に
素
山
で
後

に
照
山
と
し
、
整
齊
居
士
と
い
う
号
も
あ
る
。
文
化
十
二

(
一
八

一
五
)
年
、
中
津

藩
士
久
保
田
武
右
衛
門
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
後
に
同
じ
く
中
津
藩
士
で
あ
る
自
石
家
に
養
子

へ
行
く
。

は
じ
め
野
本
自
巌

に
師
事
し
、
長
じ
て
天
保
九

二

八
三
八
)
年
六
月
、
二
十
四
歳
で
江
戸

へ
出
て
昌
平
欝

の
古
賀
個
庵
に
学
ぶ
。
江
戸
滞
在
中
は

佐
藤

一
斎
ら
と
交
流
を
持
ち
朱
子
学
研
究
に
励
ん
だ
。
し
か
し
帰
郷
の
前
後
よ
り
亀
井
学

に
傾
倒
し
た
。
次
に
福
岡
藩

の
亀
井
に

師
事
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
が
、
主
に
亀
井
側
の
事
情
に
よ
り
か
な
わ
ず
、
独
学
で
亀
井
学
を
奉
ず
る
こ
と
に
な

っ
た
。

 
天
保
十
四

二

八
四
三
)
年
家
塾

・
晩
香
堂
を
開
き
、
子
弟
を
教
え
始
め
る
。
福
沢
が
師
事
し
た
の
は
こ
の
こ
ろ
で
あ

っ
た
。

自
石
は
そ
の
後
、
政
治
的
争
い
に
よ
り
中
津
藩
を
辞
し
、
臼
杵
藩
に
迎
え
ら
れ
る
。
福
沢
も
そ
の
こ
ろ
の
自
石
に
つ
い
て

「藩
で

何
か
議
論
を
し
て
中
津
を
追
い
出
さ
れ
て
豊
後
の
臼
杵
藩

の
儒
者
に
な
っ
て
い
た
」
と
証
言
し
て
い
る
。
そ
の
後
自
石
は
臼
杵
藩

儒
官
と
な
り
、
稲
葉
藩

の
藩
政
改
革
な
ど
に
も
携
わ
る
。
や
が
て
臼
杵
を
出
て
四
日
市
郷
校
教
授

に
就
任
し
、
多
く
の
弟
子
を
育

181



て
た
。

一
時
は
福
沢
の
命
を
狙

っ
た
増
田
宋
太
郎
や
、
後
に
渋
沢
栄

一
の

『論
語
講
義
』
執
筆
に
協
力
し
た
尾
立
維
孝
な
ど
は
こ

の
頃
の
弟
子
で
あ
る
。

 
明
治
二

(
一
八
六
九
)
年
、
照
山
は
中
津
藩
儒
官

・
教
授
に
迎
え
ら
れ
、
上
士
に
列
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
二
年
後

の
廃
藩
置
県

の
際
に

一
切
の
公
職
を
辞
任
し
て
家
塾
に
戻

っ
た
。
福
沢
諭
吉
と
は
最
晩
年
ま
で
交
流
が
あ
り
、
福
沢
が
明
治

十

一
・
二

(
一
八

七
八

・
九
)
年
に

『通
俗
国
権
論
』
を
記
し
た
と
き
、
白
石
は

「
国
権
論
跣
」
と
い
う
作
品
を
書
き
福
沢
に
賛
じ
て
い
る
。
白
石

は
、
明
治
十
六

(
一
八
八
三
)
年
十
月
三
日
、
胃
が
ん
に
よ
り
死
去
し
た
。

 
亀
井
学
は

『祖
練
集
』
を
重
視
し
、
詩
文
な
ど
文
学
的
方
面
に
も
貢
献
し
た
。
広
瀬
淡
窓
は
、
主
に
こ
の
方
面
を
引
き
継
い
だ

と
い
え
る
。

こ
れ
に
対
し
、
白
石
は
福
沢
の
証
言
に
よ
る
と
、
詩
を
作
る
こ
と
は
冷
笑
し
、
広
瀬
に
対
し
て
批
判
的
で
あ

っ
た
。

白
石
は
そ

の
晩
年
、
『戦
国
策
』
の
大
注
釈
を
計
画
し
て
い
た
よ
う

に
、
亀
井
学

の
経
史
書
研
究
を
主

に
相
続
し
た
。
白
石
の
作

品
は

『照
山
白
石
先
生
遺
稿
』
を
見
て
も
断
片
的
な
メ
モ
程
度

の
作
品
ば
か
り
で
あ
る
が
、
難
解

で
知
ら
れ
る
亀
井
の
経
史
書
研

究
を
奉
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
相
当
な
能
力
の
持
ち
主
で
あ

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

 
次
に

『春
秋
左
氏
伝
』
に
つ
い
て
述

べ
て
お
き
た
い
。
孔
子
が
当
時

の
近
現
代
史
で
あ
る

『春
秋
』
(春
秋
経
)
を
作

っ
た
と

伝
え
ら
れ
る
。
戦
国
時
代
に
左
氏
某
が
注
釈
と
い
う
形
で

『春
秋
左
氏
伝
』
を
表
し
た
。
『春
秋
経
』
は
宋
代

よ
り
、
儒
家
と

い

う
よ
り
は
法
家
的
特
徴
を
有
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
『春
秋
経
』
に
は
君
臣
の
義
と
い
っ
た
議
論

は
見
え
ず
、
多
く
の

「国
人
」
が
登
場
す
る
。

 
『左
氏
伝
』
も
そ
の
記
述
に
多

く
の

「国
人
」
が
登
場
す
る

(表
参
照
)。
『論
語
』
や

『孟
子
』
が
明
ら
か

に

「国
人
」
よ
り

は

「君

・
臣

・
民
」
と
い
う
図
式
で
人
物
を
捉
え
る
傾
向
が
強

い

(A
+
B
を
D
で
割

っ
た
値
)
の
に
対
し
、
『
春
秋
左
氏
伝
』
は

圧
倒
的
に

「国
人
」
の
概
念
で
人
物
を
把
握
す
る
傾
向
が
強

い
。
こ
の
事
実
に

つ
い
て
は
、
吉
田
賢
抗
も

「
春
秋
左
氏
伝
を
読
む
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表 ・各漢 籍 にお け る単語 数

A「 国 人」 B国 名+「 人」 C「衆 」(人間 のみ) D「民 」 (A+B)/D

大学 3 0 4 22 0,136

中庸 0 0 0 13 0

老子 0 0 6 34 0

論語 0 7 12 49 0,143

孟子 8 33 14 208 0,197

左伝(伝 部 のみ) 80 866 151 419 2,258

春秋+左 伝 80 1263 151 419 3,205

*「 国名+人 」 は 「都 市 名+人 」 も含 め た 。 「邑 人」 は便 宜 上Bに 入 れ た。

*野 人 、秋 人、 遠 人 、外 人 、 郷 人、 輿 人 、 王 人、 市 人 、 南 人 な どは 含 まな い。

*「 国名 」 之 人 とい うふ うに 「之 」 が 入 った場 合 は 数 えな い。

*「abcdef人 」 と国名 が 連 な っ て い る場 合 に は、 f人 の み数 えた。

*「 衆 」 は 「お お し」 と用 言 の場 合 もあ るが 、体 言 と区別 せ ず に 数 え た。

*春 秋 経 と左 氏 伝 の み手 作 業 だ け で数 えた 。他 は コ ン ピュー ター検 索 と手 作 業 の検 証 。

 
『左
傳
績
考
』

の
内
容
は
、
主

に
①

『左
伝
』

の
記
述
に

つ
い

て
の
考
証
、
②
政
治
や
修
身
に
つ
い
て
の
思
想
的
議
論
、
③

『左

伝
』
の
文
章
に
つ
い
て
の
文
学
的
鑑
賞
の
三

つ
に
分
け
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
本
稿
の
課
題
で
特
に
重
要
な
の
は
、
思
想
的
議
論

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
昭
陽

の

『左
伝
』

の
読

み
方
を
、
お

1

『春
秋
左
氏
伝
』
の
読
み
方

亀
井
学
の
思
想

と
、
当
時

の
君
臣
の
関
係
と
い
う
も
の
は
、
後

世
の
封
建
制
度

が

確
立
し
た
大
義
名
分
論

の
や
か
ま
し

い
時
代
と
は
、
大

い
に
異
な

る
も

の
が
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。
同
様

の
こ
と
は
小
倉
芳
彦
も

述
べ
、
左
伝
が

「君
臣
民
の
義
」
と
は
異
な
る

パ
ラ
ダ
イ

ム
で
描

か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
思
想
は
別
な
言
葉
で

表
現
す
れ
ば
法
家
思
想
と
言

っ
て
も
よ

い
。
「
篶
拳

の
兵
諌
」

の

例
を
引
く
ま
で
も
な
く
、
左
伝
は
非
儒
家
的
な
思
想
に
満
ち
て
い

る
書
で
あ
る
。
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も
に

『左
傳
績
考
』
か
ら
抽
出
し
て
ゆ
き
た

い
。
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i
 
呪
術

・
迷
信
の
否
定

津
田
左
右
吉
は
、
左
伝

の
内
容
を

「
儒
教
的
思
想
」
「覇
者
的
戦
国
的
思
想
」
「
呪
術
宗
教
的
な
思
想
」

の
三

つ
に
分
け

て

い
る
。

こ
れ
を
①

「
君

・
臣

・
民
」
の
大
義
名
分
論
、
②
法
家
的
思
想
、
③
呪
術
的
非
合
理
的
思
想
と
言
い
換
え
る
と
、
前
者
二

つ
の
う
ち
法
家
的
思
想

の
ほ
う
が
左
伝
に
強
い
こ
と
は
先
に

「国
人
」
と

「民
」

の
単
語
数
の
割
合
で
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

 
で
は
呪
術
的
な
非
合
理
的
思
想
を
、
亀
井
昭
陽
は
ど
の
よ
う
に
読
ん
で
い
た
の
か
。
昭
陽
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

鬼

神

・
卜

笠

の

こ

と
、

左

氏

、

具

に

録

し

て

削

ら

ず

。

実

録

は

世

態

を

表

す

に

在

る

故

な

り

。

人

、

そ

の

実

を

記

す

を

見

て
、

而

し

て
左

氏

を

鬼

巫

に
溺

れ

る

と

謂

ふ

は

狂

な

り

。

隠

十

一

「
邪

に
し

て
之

を

誼

ふ
と

も

、

将

に

何

の
益

か

あ

ら

ん

」
、

哀

十

八

「
恵

王

、

志

を

知

れ

り

」
。

皆

、

君

子

の
語

を

挙

げ

る
。

皆

、

も

っ
て

当

時

、

鬼

ト

の
読

む

を

駁

正

す

る

と

こ

ろ

な

り

。

左

氏

の
書

を

為

す

、

孟

筍

・
儒

家

の
倫

に
あ

ら
ず

。

こ
の
う
ち
隠
公
十

一
年
は
、
誼
い
に
は
意
味
が
な

い
と
す
る
左
伝

の
記
述
で
あ
り
、
哀
公
十
八
年
は
、
優
秀
な
占

い
師
は
そ
の
人

の
志

の
高
さ
を
見
て
か
ら
占
い
の
結
果
を
言
う
と
す
る
記
述
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
呪
術
に
対
し
て
否
定
的
で
あ
る
。
昭
陽
は
、

こ

の
よ
う
な
呪
術
否
定
の
記
述
を
取
り
上
げ
て
、
左
氏

の
精
神
性
を
分
析
す
る
。
左
伝
に
は
呪
術
を
肯
定
す
る
記
述
も
あ
る
が
、

こ

れ
は
当
時

の
人
の
世
界
観
で
あ

っ
て

「実
録
」
で
あ
る
と
昭
陽
は
解
釈
す
る
。

 
『左
氏
伝
』
は
、
ほ
ぼ
同
時
代
を
描
い
た

『国
語
』
(春
秋
外
伝
)
に
比

べ
る
と
非
合
理
的
事
象

の
記
述
は
少
な

い
。
大
野
峻
は



「
『春
秋
』
の
直
接
の
伝
で
あ
る

『左
伝
』
が

一
つ
の
歴
史
観
に
し
た
が

っ
て
、
『国
語
』
の
迷
信
的
な
話
を
思

い
き

っ
て
削
除
し

た
や
り
方
は
、
そ
れ
な
り
の
方
法
と
納
得
さ
れ
よ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
『左
氏
伝
』
は
、
左
氏

の
記
述

の
時

点
で
、
あ
る
程
度

意
図
的
に
迷
信
を
否
定
し
て
書
か
れ
て
い
た
。
昭
陽
は
、
初
め
か
ら
あ
る
程
度
迷
信
を
否
定
し
て
い
る
こ
の
書

を
、
さ
ら
に
非
合

理
を
無
視
す
る
よ
う
な
読
み
方
で
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

・11
 

思

想

的

に
拡

大

思

想

的

な

議

論

に

つ

い
て
、

昭

陽

は
次

の
よ

う

に
述

べ

て

い
る
。

あ

あ

、

一
隅

を

挙

げ

て
、

人

に
三

隅

を

も

っ
て
反

せ

し

む

る

は

孔

門

の
規

則

な

り

。

に
了

然

せ

し

む

る

は
、

こ
れ

儒

意

な

り

。

す
な
わ
ち

こ
れ
を
煩
説
し
、
人
の
言
下

福沢諭吉 と亀井学の思想

こ
の
う
ち

「
一
隅
を
挙
げ
て
、
以

っ
て
三
隅
に
か
え
る
」
と
は

『論
語
』
述
而
篇

の
言
葉

で
あ
る
。
昭
陽
が
言
う
に
は
、
「孔
門

の
議
論
」

つ
ま
り
正
し

い
議
論
は
、
余
り
多
く
の
こ
と
を
言
明
し
な

い
。
言
葉
を
費
や
し
て
煩
雑
な
説
明
を

す
る
こ
と
は

「
儒

意
」

つ
ま
り
間
違

っ
た
や
り
方

で
あ
る
。
あ
る
文
章
か
ら
思
想
的
な
内
容
を
読
み
取
る
場
合
に
は
、
「
反
す
」

つ
ま
り
拡
大
さ
せ

て
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昭
陽
は
さ
ら
に

「
そ
の
議
論
の
優
游

・
不
迫
に
し
て
、
多
少
の
余
地
を
留
め

る
は
、
こ
れ
孔
門

の
真
面
目
な
り
」
と
も
言
っ
て
い
る
。

 

こ
の
よ
う
な
古
典

の
読
み
方
は
、
あ
る
程
度
は
主
観
に
陥
る
可
能
性
も
有
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
拡
大
し

て
解
釈
す
る
か
、

そ
の
方
法
は
昭
陽
に
お
い
て
、
必
ず
し
も
明
自
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
危
険
を
あ
る
程
度
は
覚
悟
し

て
も
、
思
想
的
に
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解
釈
す
る
重
要
性
を
昭
陽
は
認
識
し
て
い
た
。
現
代
日
本
の
漢
文
学
や
清
朝
考
証
学
は
、
む
し
ろ
思
想
的
な
拡

大
を
禁
欲
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
昭
陽
と
は
好
対
照
で
あ
る
。
彼
の
左
伝
解
釈
を
国
際
政
治
学
と
し
て
さ
ち
に
拡
大
さ
せ
る
こ
と
は
、
昭
陽
自
身
が

否
定
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

 
…川
 
子
産

・
管
仲
重
視

 
亀
井
学
は
、
南
冥

・
昭
陽
と
も
に
古
代
中
国
の
英
雄
と
し
て
、
子
産
と
管
仲
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
管
仲

は
斉
の
国
で
桓
公

の
宰
相
を
務
め
、
桓
公
が
覇
者

に
な
る
こ
と
を
補
佐
し
た
。
管
仲
は
、
法
家
思
想
の
祖
と
さ
れ
、
そ
の
思
想
や
活
躍
は

『管
子
』

に
詳
し

い
。
子
産
は

『論
語
』
な
ど
に
も
わ
ず
か
に
登
場
す
る
が
、
『春
秋
左
氏
伝
』
に
最
も
詳
し
い
。
子
産

は
弱
小
国

・
鄭
国

の
宰
相
を
務
め
、
巧
み
な
外
交
戦
術
と
内
政
の
整
備
で
鄭
国
の
独
立
を
全
う
し
た
政
治
家
で
あ

っ
た
。
子
産
も
管
仲
と
同
様
に
法

家
に
分
類
さ
れ
る
。

 
子
産
に
つ
い
て
南
冥
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

そ
れ
夫
子
、
子
産
を
恵
主
と
謂
ひ
、
或
ひ
は
之
を
人
の
母
な
り
と
謂
ふ
。

も
、
仁
を
以
て
之
を
称
す
る
を
、
我
は
未
だ
前
聞
せ
ざ
る
な
り
。

皆
そ
の
安
民
の
徳
あ
る
を
称
す

る
な
り
。
然
れ
ど

孔
子
が
子
産
を
評
価
し
て
い
る
こ
と
は

『論
語
』
に
も
見
え
、
南
冥
は
こ
の
事
実
を
重
視
す
る
。
昭
陽
も
必
ず

し
も
全
て
に
お
い

て
南
冥
に
賛
成
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
子
産
を
重
視
し
て
い
る
点

に
お
い
て
は
南
冥
に

一
致
し
て
い
る
。

 
『左
氏
伝
』
に
は
管
仲
も
登
場
す
る
が
、
『管
子
』
に
比
べ
れ
ば
、
そ
の
記
述
は
ず

っ
と
少
な

い
。
子
産
を
最

も
詳
し
く
描
い
て
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い
る
作
品
が

『左
氏
伝
』
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
亀
井
流
左
伝
学
で
最
も
重
要
な
思
想
家

・
政
治
家
は
、
弱
小
国
の
独
立

を
全
う
し
た
子
産
で
あ
る
。
子
産
は
法
家
思
想
に
よ
っ
て
国
際
競
争
下
の
母
国
を
守

っ
た
英
雄
で
あ

っ
た
。
子
産
の
内
政
手
腕
や

国
際
感
覚
に
注
目
し
て
左
伝
を
読
む
の
が
、
亀
井
流
の
理
解
で
あ
る
と
言
え
る
。

2

亀
井
学
の
思
想
的
特
徴

 
亀
井
学
は

『春
秋
左
氏
伝
』
を
重
視
し
、
特
に
子
産
に
注
目
す
る
。

こ
の
結
果
、
従
来
の
租
裸
学
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な

い
特

徴
を
有
し
て
い
る
。
仁
斎
学
と
祖
侠
学
は
あ
る
程
度

の
連
続
性
が
あ
り

つ
つ
も
、
違
う
学
派
で
あ
る
と
言
え
る
ほ
ど
の
相
違
性
も

あ

っ
た
。
同
様
に
祖
練
学
と
亀
井
学
も
古
文
辞
学
と
し
て
の
連
続
性
が
認
め
ら
れ
る
が
、
別
な
学
派
と
言

っ
て
も
良
い
ほ
ど
の
相

違
性
が
見
出
せ
る
。
こ
こ
で
は
租
練
学
と
の
相
違
に
つ
い
て
は
特
に
述

べ
な

い
が
、
福
沢
思
想
と
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
た
め
に

い
く

つ
か
亀
井
学
の
特
徴
を
取
り
上
げ
た
い
。

福沢諭吉と亀井学の思想

 
i
 
法
家
思
想

へ
の
接
近

 
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
亀
井
学
は
法
家
で
あ
る
管
仲
や
子
産
を
重
視
す
る
。

こ
の
結
果
、
亀
井
学
は
儒
学

か
ら
や
や
抜
け
出

し
、
法
家
思
想

へ
と
接
近
し
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
傾
向
は
南
冥
よ
り
も
昭
陽
に
、
亀

井
論
語
学
よ
り
も

亀
井
左
伝
学
に
よ
り

一
層
強
い
傾
向
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
昭
陽
は

「
儒
者
は
孔
門
の
道
を
知
ら
ざ
る
者
か
な
」
と
述
べ
、
孟
子

を
含
め
た
以
後
の
ほ
と
ん
ど
の
儒
者
を
否
定
し
て
い
る
。

 
た
と
え
ば
、
子
産
は
徳
治
主
義
に
否
定
的
で
あ

っ
た
。
外
国
の
要
人
を
迎
え
る
宴

の
席
で
鄭
国

の
あ
る
政
治
家
が
粗
相
を
し
た

と
き
、
鄭
国

の
別

の
大
夫
は
徳
治
主
義
思
想
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
事
実
上

の
最
高
権
力
者

で
あ
る
子
産

の
恥
で
あ
る
と
進
言
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し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
子
産
は

「
怒
り
て
曰
く
」
、
法
が
正
し
く
施
行
さ
れ
、
政
治
家
の
人
選
が
世
論

の
支
持
を
得

て
い
る
状
態

で
、
そ
の
政
治
家
に
粗
相
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
最
高
権
力
者

の
恥
で
は
な
く
、
当
人
の
恥
で
あ
る
。

 

こ
の
記
述
に

つ
い
て
、
昭
陽
は
ま
ず

「怒
り
て
曰
く
」
と
い
う
表
現
が
左
氏
に
お
い
て
珍
し

い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
昭
陽

は
こ
の
部
分
を

「
一
人
の
風
顛
は
国
体
に
関
せ
ざ
る
」
と
解
釈
し
、
子
産
に
よ
る
徳
治
主
義
の
否
定
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
わ

ざ
と
声
を
荒
げ
て
来
賓
に
聞

こ
え
る
よ
う
に
し
た
策
略
で
は
な
い
か
と
も
推
測
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
解
釈
を
相
乗
す
れ
ば
、

子
産
は
徳
治
主
義
を
否
定
し
、
な
お
か
つ
そ
れ
を
外
国
の
来
賓
に
わ
ざ
と
聞

こ
え
る
よ
う
に
公
表
し
た
こ
と
に
な
る
。
子
産
は
、

徳
治
主
義
の
否
定
と
い
う
点
で
非
儒
家
的
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
思
想
を
策
略
的

に
公
表
し
た
な
ら
ば
縦
横
家
的
で
す
ら

あ
る
。

 
法
家
思
想
は

『韓
非
子
』

が
そ
の
代
表
格
で
あ
る
が
、
韓
非
子
は
儒
教
と
は
異
な
り
尚
古
主
義
を
採
用
し
な
か

っ
た
。
儒
教
で

は
古
の
聖
人
の
治
世
が
理
想

で
あ
り
、
常
に
そ
こ
へ
回
帰
す
る
こ
と
が
志
向
さ
れ
る
。
韓
非
子
は

「今
、
尭

・
舜

・
禺

・
湯

・
武

の
道
を
当
今
の
世
に
美
と
す
る
者
有
ら
ば
、
必
ず
新
聖
に
笑
は
れ
む
」
と
述

べ
る
。
法
家
で
は
、
「聖
人
」
は
遠
い
過
去
に
だ
け

存
在
す
る
者
で
は
な
く
、
時
代
ご
と
に
存
在
す
る
者
で
あ
る
。

 

こ
の
点
は
昭
陽
も
同
様
で
あ
る
。
昭
陽
は

「孟
子
の
言
、
必
ず
尭

・
舜
を
称
し
て
、
儒
者

こ
れ
に
慣
れ
、
様

に
依
る
。
請
盧
を

描
く
の
み
」
と
述
べ
る
。
儒
教
に
お
い
て
は
紋
切
り
型
と
言

っ
て
も
良
い
尭

・
舜

の
単
純
礼
賛
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
昭
陽
は

清
朝

の
乾
隆
帝
を

「聖
人
」
と
述
べ
、
古
代

の
政
治
家
の
み
を
聖
人
と
す
る
租
侠

の
説
と
異
な

っ
て
い
る
。
む
し
ろ
管
仲
や
子
産

の
よ
う

に
、
方
法
は
何
で
あ
れ
実
際
に
国
を
う
ま
く
治
め
る
こ
と
が
、
昭
陽
に
と

っ
て
重
要
な
条
件
で
あ

っ
た
。

 
ま
た
、
法
家
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
縦
横
家
に
対
し
て
も
、
亀
井
学
は
親
和
的

で
あ
る
。
南
冥
は

「戦
国
弁
士
の
口
気
、
識
あ

り
」
と
述
べ
、
孔
子
に
も

「変
通
」
が
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
昭
陽
も

『左
傳
績
考
』
で
、
子
産
に

「権
宜
の
術
」
が
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あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

 
戦
乱
の
世
を
生
き
た
子
産
た
ち
に
と

っ
て
、
「変
通
」
や
権
謀
術
数
は
、
国

の
死
活
を
左
右
す
る
重
大
な
局
面
で
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
も

の
で
あ

っ
た
。

『春
秋
左
氏
伝
』
を
読
む
と
そ
の
よ
う
に
解
釈

で
き
る
言
動
が
頻
繁
に
見
出
さ
れ

る
。

こ
の

『左
氏

伝
』
を
重
視
し
、
思
想
的
に
は

「
か
え
す
」
読
み
方
を
す
る
亀
井
流
で
は
、
子
産
た
ち
の
法
家
的
な
現
実
思
考

が
、
時
に
は
理
想

主
義

に
流
れ
る
儒
家
よ
り
も
重
要
に
見
え
た
よ
う
で
あ
る
。

福沢諭吉と亀井学の思想

 
・ー-
 
国
家
独
立
の
重
視

 
子
産
は
、
弱
小
国

・
鄭
国
を
導

い
た
名
宰
相
で
あ

っ
た
。
鄭
国
は
子
産
が
政
治
を
執
る
以
前
に
は
、
他

の
国

に
無
条
件
降
伏
し

た
こ
と
も
あ
り
、
既
に
滅
ん
で
い
て
も
お
か
し
く
な
い
国
で
あ

っ
た
。
こ
の
国

に
お

い
て
事
実
上

の
最
高
権
力
者

に
な

っ
た
子
産

は
、
晋
国
や
楚
国
と

い
っ
た
軍
事
大
国
に
対
し
て
巧
み
な
外
交
を
お
こ
な

っ
た
。
増
税
や
軍
備
の
充
実
化
な
ど
を
図

っ
て
、
内
政

に
も
力
を
注

い
だ
。
こ
の
子
産
を
重
視
す
る
亀
井
流
は
、
当
然

の
帰
結
と
し
て

「国
の
独
立
」
を
重
視
す
る
学
風
と
な

っ
た
。

 
子
産
は

『左
氏
伝
』

の
中
で
、
「鄭
、
無
膜
な
り
と
錐
も
、
そ
も
そ
も
諺
に
曰
く
、
『叢
爾
た
る
も
国
な
り
』」

と
言
っ
て
い
る
。

南
冥
は

『春
秋
左
伝
考
義
』
で
こ
の
部
分
に
注
釈
を

つ
け
、
「叢
爾
、
小
と
錐
も
、
ま
た
是
、

一
国
を
言
ふ
」

と
述

べ
て
い
る
。

昭
陽
は

『左
傳
績
考
』
で

「国
の
小
無
き
と

一
意
な
り
」
と
言

っ
て

い
る
。
南
冥

・
昭
陽
と
も
に
、
子
産

の
言
葉
を

「
ど
ん
な
に

小
国
で
あ

っ
て
も
、

一
国
は

一
国
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
に
解
釈
し
て
い
る
。
南
冥
は

『考
義
』

の
別
の
と
こ
ろ
で
も

「国

に
大

小
な
し
」
と
言
い
、
そ
の
国
に

「礼
」
が
あ
る
か
否
か
を
重
視
し
て
い
る
。
『論
語
語
由
』
で
も

「叢
爾
吉脚
国
」
を
導

い
た
宰
相

と
し
て
子
産
を
賞
賛
し
て
い
る
。

 
ま
た
、
子
産
は

「国
競
は
ず
し
て
亦
凌
が
る
。
何
ぞ
国
を
之
れ
為
さ
ん
」
と
左
伝
で
述
べ
て
い
る
。
現
代
の
漢
文
学
者

で
あ
る
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鎌
田
正
は
、

こ
れ
を

「国
勢
が
振
る
わ
ず
し
て
他
国

に
侵
さ
れ
て
い
る
」
と
解
釈
し
て

い
る
が
、
昭
陽
は

『
績
考
』
に
お
い
て

「国
、
す
で
に
競
わ
ず
し
て
、
ま
た
人
を
お
さ
め
凌
ぐ
と
こ
ろ
な
り
」
と
解
釈
す
る
。
国
家

が
他

の
国
と
競
争

し
な

い
で
凌

い
で

い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
本
当
の
意
味
で

「国

の
独
立
」
に
は
な
ら
な

い
。
他
の
国
と
競

っ
て
独
立
し
て
こ
そ
、
真

の
独
立
で
あ

る
と

い
う
意
味
に
解
し
て
い
る
。
こ
の
解
釈
は
、
明
治
に
お

い
て
対
中
国

・
朝
鮮
外
交

で
活
躍
し
た
竹
添
進

一
郎
も

『左
氏
会

箋
』

で
相
続
し
て
い
る
。
明
治
の
竹
添
ま
で
は
、
亀
井
学

の
国
際
政
治
思
想
が
相
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
の

一
例

で
あ
る
。
現
代

の

左
伝
解
釈
で
は
忘
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
国
家

の
独
立
は
、
他
国
と
断
交
し
て
保

つ
べ
き
で
は
な
く
、
他
国
と
競
争
し
つ
つ
主
権
を

守

っ
て
こ
そ
本
当
の
独
立
で
あ
る
と
亀
井
学
は
考
え
る
の
で
あ
る
。
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…川
 
国
人
に
よ
る
国
家
統
治

 
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『春
秋
左
氏
伝
』
に
は
、
多
く
の

「国
人
」
が
登
場
す
る
。
『春
秋
経
』
も
含
め
れ

ば
千
回
以
上

「
国

人
」
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
、
「
君

・
臣

・
民
」
と
い
っ
た
図
式
は
比
較
的
弱

い
。
左
伝
で
は
こ
の

「国
人
」
が
政
府
を
立
て
た
り
、

国
家
を
統
治
し
た
り
す
る
逸
話
に
つ
い
て
多
く
言
及
し
て
い
る
。

 
南
冥
は

『論
語
語
由
』
で

「国
人
」
が
王
を
立
て
た
り
、
「国
人
」
が
権
力
者
と
統
治
契
約
の

「
盟
」
を
結

ん
だ
り
す
る
こ
と

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
亀
井
学
で
は
国
家
に
所
属
す
る

「国
人
」
が
先
天
的
に
存
在
し
、
こ
の

「
国
人
」
に
よ
っ
て
国
家
を
統

治
す
る
政
府
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
南
冥
は
い
た
ず
ら
に
君
臣
関
係
を
破
壊
し
よ
う
と
考
え
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
君
臣

関
係
を
絶
対
的
な
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
て
い
な

い
。
春
秋
戦
乱
の
時
代
に
は
、
君
臣
関
係
が
実
際
に
破
壊
さ

れ
る
こ
と
が
し
ば

し
ば
あ

っ
た
。

こ
の
時
代
に
多
く
の
思

い
入
れ
を
持

つ
南
冥
は
、
良
し
悪
し
は
別
と
し
て
、
君
臣
関
係
を
絶
対
的
に
堅
固
な
も
の

と
は
思
わ
な
か

っ
た
。



 
昭
陽
も
、
こ
の
思
想
を
共
有
し
て
い
る
。
昭
陽
は
、
「
君
臣
、
上
下
、
貴
賎
、
尊
卑

の
別
、
外
飾
に
あ
り
。
而
し
て
天
地
の
素

に
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
述
べ
る
。

『春
秋
左
氏
伝
』
が
描
く
戦
乱
の
時
代

で
は
、
君
臣
の
形
式
は

「外
飾
」
に
も
似
た
修

い
も
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
君
臣
関
係
を
相
対
的
に
見
る
傾
向
は
、
租
練
学
に
は
余
り
見
ら
れ
な
い
亀
井
学
独
特
の
傾
向
で
あ
ろ
う
。

 

こ
れ
は
昭
陽
が
生
き
て
い
た
江
戸
時
代
の
常
識
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
思
想
を
昭
陽
が
持
ち
え
た
の
は
、
や

は
り
彼
が
古
文
辞
学

の
読
解
法
に
よ

っ
て
不
朽
の
古
典
に
習
熟
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
古
典
が
も

つ
訓
育

の
力
は
、
思
想
家
が

現
に
生
き
る
時
代

の
政
治
的

・
経
済
的
状
況
を
超
越
さ
せ
、
よ
り
普
遍
的
な
価
値
観

へ
と
い
ざ
な
う
。
祖
練
学
以
降
、
古
文
辞
学

に
よ
る
客
観
的
な
読
解
法
が
、
そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
た
。
当
時
世
界
で

一
番
詳
し
く

『春
秋
左
氏
伝
』
を
読
ん
で
い
た
亀
井
流

に
は
、
こ
の
よ
う
に
時
代
を
超
越
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
。
後
に
欧
米
列
強
が
迫
り
、
日
本
の
独
立
が
危

ぶ
ま
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
時
、
「国
の
独
立
」
を
重
視
す
る
国
際
政
治
学
、
亀
井
流
左
伝
学
は
、
遺
憾
な
く
そ
の
力
を
発
揮
す
る
。
そ
の

一
つ
が
、

対
朝
鮮

・
中
国
外
交

で
活
躍
し
た
竹
添
進

一
郎
に
よ
る

『左
氏
会
箋
』
の
執
筆
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う

一
つ
が
、
稀
代

の
洋
学

家

・
福
沢
諭
吉
に
よ
る
言
論

・
教
育
活
動
で
は
な
か
っ
た
か
。

福沢諭吉と亀井学の思想

三
 
福
沢
諭
吉
と
亀
井
学
の
類
似
点

1

国
家
の
対
等
性
と
独
立

 
亀
井
学
は
、
弱
小
国
で
あ
る
鄭
を
導

い
た
名
宰
相

・
子
産
を
重
視
す
る
。
そ
の
た
め
、
ど
ん
な
に
小
国

で
あ

っ
て
も

一
国
は

一

国

で
あ
る
と
い
う
思
想
を
持

つ
。
子
産
は
国
家
の
独
立
を
守
る
た
め
、
富
国
強
兵
に
尽
力
し
た
思
想
家
で
あ

っ
た
。
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『論
語
』
衛
霊
公
篇
に

「有
教
無
類
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
。
南
冥
は
こ
れ
を

「政
教
の
民
を
化
す
る
、
種
類
あ
る
無
き
な
り
」

と
す
る
。
ど
ん
な
に
野
蛮
な
民
族
で
あ

っ
て
も

「教
え
」
を
広
め
る
こ
と
で
、
そ
の
国
は
強
大
化
し
、
文
明
国

に
な
る
こ
と
が
で

き
る
。

こ
こ
で
も
南
冥
は

『春
秋
左
氏
伝
』
を
引
き
、
南
蛮
で
あ

っ
た
呉
国
が
中
国
文
明
を
導
入
し
て
強
大
化
し
た
事
実
を
例
と

す
る
。
ま
た
管
仲
が

「富
国
強
兵
」
を
行

っ
た
史
実
を
賞
賛
し
、
商
業
と
軍
事
に
よ
っ
て
国
家
を
隆
盛
に
す
る

こ
と
に
多
大
な
関

心
を
持

っ
て
い
た
。

 
福
沢
諭
吉
も

「叢
爾
た
る
も
国
な
り
」
と
同
様
の
思
想
を
有
し
て
い
る
。
福
沢
本
人
が
ど
れ
だ
け
明
白
に
意
識
し
て
い
た
か
は

わ
か
ら
な
い
が
、
事
実
上
亀
井
学
の
こ
の
思
想
を
福
沢
は
相
続
し
て
い
る
。
福
沢
は
当
時

の
日
本
に
つ
い
て

「
今
日
の
有
様
に
て

は
西
洋
諸
国
の
富
強
に
及
ば
ざ
る
と
こ
ろ
あ
れ
ど
も
、

一
国

の
権
義
に
お
い
て
は
厘
毛

の
軽
重
あ
る
こ
と
な
し
」
と
述
べ
る
。
亀

井
学
は

「国
に
大
小
な
し
」
と
い
う
思
想
を
持

っ
て
い
た
が
、
福
沢
は
こ
れ
を
当
時
の
日
本
に
当
て
は
め
て
考
え
て
い
る
。

 
ま
た
、
福
沢
は

『民
間
経
済
録
二
編
』
で
次
の
よ
う
に
言

っ
て
い
る
。
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方
今
我
国
の
人
民
、
勉
強
は
即
ち
勉
強
な
れ
ど
も
、
又

一
方
に
は
ロバ
管
西
洋
諸
国
の
事
物
を
信
じ
、
之
を
信
ず
る
の
余
り
所

謂
心
酔
な
る
も
の
に
陥
り
、

一
切
万
事
西
洋
に
は
及
ば
ざ
る
こ
と

・
恰
も
自
か
ら
画
し
て
、
財
政
の
事
に
於
て
も
、
彼
は
富

国
な
り
我
は
貧
国
な
り
、
貧
富
到
底
敵
す
可
ら
ず
と
て
最
初
よ
り
落
胆
す
る
者
な
き
に
非
ず
。
前
途
の
望

に
絶
念
す
る
者
と

云
ふ
可
し
。
用
心
覚
悟
は
人
生
に
大
切
な
る
こ
と
な
れ
ど
も
、
其
極
度
に
至
て
却
て
自
暴
自
棄
の
境
界
に
沈
む
も
亦
甚
だ
歎

か
は
し
き
こ
と
な
り
。
本
文
の
論
旨
は
唯
こ
の
自
棄

の
念
を
去
て
前
途
満
腹
の
望
を
抱
き
、
日
本
の
国
必
し
も
貧
な
ら
ず
、

日
本

の
人
必
ず
し
も
愚
な
ら
ざ
る
を
信
じ
て
、
以
て
大
に
勉
強
す
る
所
あ
ら
し
め
ん
と
す
る
の
微
意

の
み
。



福沢諭吉と亀井学の思想

欧
米
に
日
本
は
到
底
か
な
わ
な
い
と
す
る
当
時
の
悲
観
論
に
対
し
、
福
沢
は
否
定
的
で
あ

っ
た
。
ど
ん
な
弱
小
国
で
あ

っ
て
も
、

文
明
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
そ
の
国
は
強
大
化
で
き
る
。
こ
の
思
想
は
、
亀
井
学
が

『春
秋
左
氏
伝
』
か
ら
歴
史
的
事
実
と
し
て

読
み
取
り
、
強
調
し
た
思
想
で
あ

っ
た
。

 
福
沢
が

「国
の
独
立
」
に
生
涯
こ
だ
わ

っ
た
事
実
は
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
幕
末

・
明
治
の
国
際
状
況

の
反
映
で
も
あ
る
。

福
沢
が

「
国
」
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
藩
よ
り
も
日
本
全
体
を
よ
り
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
、
国

の
開
鎖
論

が
流
行
し
た
当
時

の
時
代
精
神
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
彼
個
人
の
蘭
学
者

と
し
て
の
勉
学
や
洋
行
の
経
験
も
、
「国
」
を
日
本
と
し

て
意
識
さ
せ
る
こ

と
に
影
響
し
た
は
ず
で
あ
る
。

 
し
か
し
な
ぜ
福
沢
は
当
時

の
状
況
に
お
い
て
、

い
ち
早
く
国
の
独
立
と
文
明
発
達
論
を
連
関
づ
け
て
論
じ
ら

れ
た
の
か
。
当
時

の
社
会
状
況
だ
け
が
決
定
的
な
要
因
で
あ
れ
ば
、
当
時

の
人
は
皆
同
じ
こ
と
を
考
え
た
は
ず

で
あ
る
。
福
沢
が
当
時

に
於
て
傑
出

し
た
思
想
家
で
あ
り
得
た
の
は
、
い
ち
早
く
英
学
に
励
ん
だ
こ
と
と
、
当
時
と
し
て
は
洋
行
を
豊
富
に
経
験
し

た
こ
と
も
挙
げ
ら

れ
よ
う
。
が
、
今

一
つ
重
要
な
点
は
、
国
際
政
治
学

で
あ
る
亀
井
流
左
伝
学
を
学
び
、
そ
の
上
で
洋
学
も
学
ん
だ
福
沢
の
学
問
遍

歴
で
は
な
い
か
。
こ
の
国
際
政
治
学
原
論
を
洋
学

の
知
識
に
よ
っ
て
応
用
す
る
こ
と
が
福
沢
政
治
学

の
基
本
姿
勢

で
あ
る
と
す
れ

ば
、
欧
米
列
強
が
迫
る
当
時
の
情
勢
に
於
て
独
自

の
国
際
政
治
論
を
展
開
す
る
こ
と
は
、
当
時
の
多
く
の
人
が
で
き
る
こ
と
で
は

な

い
。

こ
の
二

つ
を
学
ん
だ
人
は
、
他
に
ほ
と
ん
ど
例
が
な

い
の
で
は
な
い
か
。
福
沢
の
政
治
思
想
に
お
い
て
亀
井
流
左
伝
学
の

影
響
を
考
え
る
重
要
性
は
こ
こ
に
あ
る
。

2
 
言
論
の
自
由

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鵬

亀
井

学
は
子
産
の
政
策
を
重
視
し
た
が
、
子
産
は
言
論
の
自
由
を
国
策
と
し
て
積
極
的
に
認
め
る
政
策
を
と
っ
た
。
通
俗
的
に



は
言
論
の
自
由
は
近
代
国
家
に
し
か
存
在
し
な

い
と
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
欧
米
中
心
史
観
に
流
れ
た
間
違

い
で
あ
ろ
う
。
漢

字
文
化
圏
に
お
い
て
は
、

こ
の
思
想
は
歴
史
上
現
れ
て
は
消
え
、
消
え
て
は
現
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
繰
り
返
し

て
い
る
。

 
『春
秋
左
氏
伝
』
に
よ
る
と
、
鄭
国
の
国
人
が
郷
校

で
自
由

に
政
治

・
学
問

の
議
論
を
し
て
い
る

こ
と
に
、

鄭
の
大
夫
で
あ
る

然
明
は
憂
え
た
。
然
明
は
、
子
産
に
郷
校
を
壊
し
た
ら
ど
う
か
と
進
言
し
た
。
子
産
は
こ
れ
に
反
対
す
る
。
国

民
が
ど
う
思

っ
て

い
る
か
、
郷
校
に
お
け
る
議
論
で
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
世
論
は

「吾
が
師
」

で
あ
る
。
ま
た
、
国
民

の
怨
み
を
力
ず
く

で
制
圧
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
民
の
不
満
は
少
し
ず

つ
解
消
さ
せ
て
や
る
べ
き
で
あ
る
。
言
論
を
弾
圧
し
、
あ
る
日
突
然
国

民
の
怒
り
が
爆
発
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ

の
方
が
国
家

の
損
失
で
あ
る
。

 
亀
井
学
は
こ
の
政
策
を
非
常
に
重
視
す
る
。
南
冥
は

「そ
の
国
人
を
し
て
克

・
伐

・
怨

・
欲
を
行
は
ざ
ら
し

め
た
る
者
は
、
春

秋
の
間
、
敦
か
子
産
の
如
き
か
」
と
賞
賛
す
る
。
言
論

の
自
由
を
積
極
的
に
認
め
た
こ
と
で
、
子
産
は
勝
気
、

自
慢
、
恨
み
、
欲

張
り
と
い
っ
た
当
時
の
人
々
の
欲
望
が
増
大
す
る
こ
と
を
防

い
だ
。
昭
陽
も
こ
の
政
策
を
高
く
評
価
し

「言
路

を
開
く
は
建
国
の

基
な
り
。
聖
人
の
政
、
万
世
の
刑
な
り
。
そ
の
時

に
お
い
て
宜
し
き
こ
と
を
挙
げ

て
之
を
行
う
、
之
を
善
政

と
謂
ふ
」
と
述

べ

る
。

 
福
沢
の

『学
問
の
す

・
め
』
十
三
編

「怨
望
の
人
間
に
害
あ
る
を
論
ず
」
は
、
ほ
ぼ
こ
の
議
論
と
同
じ
で
あ

る
。
南
冥
は
国
民

に

「怨
」
を
蓄
積
さ
せ
な
か

っ
た
子
産

の
政
策
を
評
価
し
た
が
、
福
沢
も

「怨
望
」
を
蓄
積
さ
せ
な
い
た
め
に
言
論
の
自
由
を
認

め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
。
昭
陽
は

「
言
路
を
開
く
は
建
国
の
基
な
り
」
と
言

っ
た
が
、
福
沢
は

「人
の
言
路
は
開
か
ざ
る
べ

か
ら
ず
、
人
の
業
作
は
妨
ぐ
べ
か
ら
ず
」
と
言

っ
て
い
る
。
『文
明
論
之
概
略
』
で
も

「
政
府
も
し
世
間

の
実
情
を
知
ら
ん
と
欲

せ
ば
、
出
版
を
自
由
に
し
て
智
者
の
議
論
を
聞
く
に
若
か
ず
」
と
主
張
し
て
い
る
。

 
福
沢
は
演
説
の
重
要
性
を
説
き
、
「学
問
の
道
に
お

い
て
談
話
演
説
の
大
切
な
る
は
既
に
明
白
」

で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
も
直
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接
は
欧
米
に
お
け
る
見
聞

で
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
言
論

・
学
問
の
自
由
の
延
長
上
に
発
想

さ
れ
た
も
の
で
は

な
か

っ
た
か
。
ま
た
、
福
沢
は

『学
問
之
独
立
』
で
民
間
の
私
塾
が
自
由
に
学
問
を
す
る
大
切
さ
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
主

張
は
、
か
よ
う
な
亀
井
学

の
議
論
に
よ
る
影
響
も
加
わ

っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
権
謀
術
数

の
肯
定

 
亀
井
学
は
法
家
で
あ
る
管
仲
や
子
産
を
高
く
評
価
し
た
。
そ
の
結
果
、
「変
通
」
や

「権
宜
」
を
肯
定
的
に
評
価
し
、
縦
横
家

に
も
接
近
し
た
。
福
沢

の
師
匠
で
あ
り
亀
井
学
を
奉
じ
た
自
石
照
山
は
、
未
完
に
終
わ

っ
た
も
の
の
、
そ
の
生
涯
の

一
大
事
業
と

し
て

『戦
国
策
』
の
注
釈
を
計
画
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
『戦
国
策
』
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
「権
謀
術
数
」
を
唱
え
た
縦
横

家
の
活
躍
を
描

い
た
書
で
あ
る
。

 
福
沢
も

『文
明
論
之
概
略
』
で
、
管
仲
や
縦
横
家
が

「時
勢
に
順
う

の
巧
な
る
」
こ
と
に
つ
い
て
直
接
言
及
し
て
い
る
。
し
か

し
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
頻
繁
に
指
摘
さ
れ
る
福
沢

の
基
本
的
な
性
質
に
つ
い
て
で
あ
る
。
丸
山
眞
男
は
、
次

の
よ
う
に
言

っ
て

い
る
。

福沢諭吉 と亀井学の思想

福
沢
は
自
己
の

「役
割
」
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
ま
れ
に
見
る
醒
め
た
認
識
を
持

っ
て

い
た
。
彼

の
言
動

や
選
択
は
、
自
分

が
何
を
欲
す
る
か
よ
り
も
、
ま
ず
、
時
々
の
状
況
に
お

い
て
事
柄
の
ど
の
側
面
を
強
調
す
る
か
が
ヨ
リ
必
要
で
あ
る
か
と
い

う
冷
徹
な
考
慮
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[6・
・ 
 
 
 

 
 

鷹

こ
の
指
摘
は
丸
山
に
限
ら
な
い
。
大
嶋
仁
は
福
沢
の
こ
と
を

「
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
」
で
あ
る
と
さ
え
言
っ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
状
況
に
お
い



て
様

々
に
言

い
方
を
変
え
、
変
幻
自
在
に
態
度
を
変
え
る
福
沢

の
特
徴
は
広
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
福
沢
の
直
接
の

師
匠
が
文
字
通
り
の

「権
謀
術
数
」
の
研
究
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
白
石
の
権
謀
術

数
研
究
は
、
白
石

に
お
い
て
突
然
始
ま

っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
亀
井
学
が
こ
の
よ
う
な
非
儒
家
的
な
思
想
に
多
大
な
関
心
を
持

っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

 
亀
井
昭
陽
と
福
沢
諭
吉
が
と
も
に
よ
く
使
う
言
葉
と
し
て
、
「時
勢
」
の
語
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
者

と
も
、
政
治
家

な
ど
活
動
者
が

「時
勢
」
を
読
み
、
正
し
く
判
断
し
て
事
に
当
た
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
た
。
福
沢
は

『文
明
論
之
概
略
」
第
七

章

の
冒
頭
で

「事
物
の
得
失
便
不
便
を
論
ず
る
に
は
、
時
代
と
場
所
と
を
考

へ
ざ
る
可
ら
ず
」
と
言

っ
て
い
る
。
彼
は
い
か
な
る

状
況
で
も
同
じ
態
度
を

一
徹
す
る
の
で
は
な
く
、
状
況
対
応
に
巧
み
で
あ
る
こ
と
を
重
ん
じ
た
。
そ
の
結
果
、

両
者
と
も
こ
の
語

を
頻
用
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

4
 
儒
家

へ
の
攻
撃

 
亀
井
昭
陽
は

「
君
臣
」
の
義
を
相
対
化
し
、
孟
子
以
降
の
儒
者

の
議
論
を
否
定
す

る
。
『左
傳
績
考
』
で
は

「
儒
者
は
孔
門

の

道
を
知
ら
ざ
る
者
か
な
」
と
嘆

い
て
い
る
。
亀
井
学
は
、
祖
練
学
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
が
、
孔
子
以
外
の
儒
家
に
対
し
て
は
批

判
的
で
あ
る
。

 
福
沢
諭
吉
の
儒
家
批
判
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
洋
学
者
の
存
在
意
義
を
認
め
さ
せ
る
た
め
、
儒
学
を
含
め
た
漢
学

へ
の
攻
撃

を
頻
繁
に
行

っ
た
。
こ
の
議
論
は
、

一
見
す
る
と
亀
井
学
と
の
距
離
を
感
じ
さ
せ
る
。

 
し
か
し
丸
山
眞
男
も
指
摘
す
る
と
お
り
、
後
期
の
福
沢
に
お
け
る
儒
教
批
判
は
、
あ
く
ま
で
腐
敗
し
た
儒
教

へ
と
限
定
さ
れ
る

傾
向
に
あ

っ
た
。
息
子
の
福
沢
三
八
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
諭
吉
は
孔
子
を
聖
人
と
し
て
認
め
、
個
人
的
に
は
漢
文
漢
詩
を
非
常
に
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福沢諭吉と亀井学の思想

好

ん

だ

。

多
く

の
議
論
の
中
で
、
次
の

『福
翁
百
話
』
三
十
四

「半
信
半
疑
は
不
可
な
り
」
に
お
け
る
主
張
は
亀
井
に
近

い
。

酒
に
水
を
和
し
た
る
も
の
は
尚
ほ
飲
む
可
し
、
魚
油
は
即
ち
不
可
な
り
。

間
に
腐
敗
し
た
る
も

の
を
採
て
今
の
文
明
学
理
に
附
会
せ
ん
と
す
る
は
、

る

所

な

り

。

儒
教
本
来

の
主
義
如
何
は
姑
く
欄
き
、
其
数
千
年

酒
中
に
魚
油
を
和
す
る
に
等
し
。
我
輩

の
取
ら
ざ

福
沢
は
こ
こ
で

「漢
学
は
学
問
と
し
て
視
る
可
ら
ず
」
と
言

い
、
儒
学
を
含
め
た
漢
学
を
厳
し
く
批
判
す
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
議

論
自
体
が

「儒
教
本
来
の
主
義
如
何
は
姑
く
欄
」
く
上
で
な
さ
れ
て
い
た
議
論
で
あ

っ
た
。
儒
教
本
来

の
議
論
と
は
言
う
ま
で
も

な
く
孔
子
の
思
想
で
あ
り
、

こ
れ
は
否
定
し
て

い
な

い
。
福
沢
が
主

に
攻
撃
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
後

の

「腐
敗
し
た
」
儒
家

た

ち
で
あ
る
。

 
先
に
述
べ
た
よ
う
に
昭
陽
は

「
君
臣
」

の
義

は

「外
飾
」
で
あ

っ
て
先
天
的
で
は
な
い
と
言

っ
て
い
た
。
福
沢
も

「
元
と
君
臣

は
人
の
生
れ
て
後
に
出
来
た
る
も
の
な
れ
ば
、
こ
れ
を
人

の
性
と
い
ふ
可
か
ら
ず
」
と
主
張
し
て
い
る
。
福
沢

の
儒
教
批
判
は
、

尊
皇
擁
夷
運
動
に
よ

っ
て
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
福
沢
個
人
の
実
感
が
混
入
し
て
い
る
の
で
そ

の
学
問
的
真
意
が

判
定
し
に
く

い
。
し
か
し
亀
井
学
が
、
法
家
的
傾
向
を
持
ち
、
「
儒
家
」
「
儒
意
」
「
儒
理
」
「儒
者
」
と
明
言
し

て
こ
れ
ら
を
攻
撃

し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
さ
ほ
ど
福
沢
と
の
距
離
は
遠
く
な
い
。
福
沢
は

『福
翁
百
余
話
』
十
七

「
物
理
学
」

で
、
福
沢
の
言
う

「洋
学
」
と

『韓
非
子
』
の
思
想
的
内
容
が
近

い
こ
と
も
示
唆
し
て
い
る
。
韓
非
子
な
ど
法
家
は
尚
古
主
義
を

採
用
せ
ず
、

こ
の

点
に
お
い
て
も
福
沢
の
歴
史
観
と
親
和
的
で
あ
る
。
法
家
は
徳
治
主
義
を
否
定
し
て
法
治
主
義
を
主
張
す
る
が
、

こ
の
点

で
も
亀

井
左
伝
学
と
福
沢
は
共
通
し
て
い
る
。
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四
 

ま
と

め

198

 
亀
井
学
は
、
当
時
世
界
で
最
も
詳
し
く

『春
秋
左
氏
伝
』
を
読
ん
で
い
た
学
派
で
あ

っ
た
。
弱
小
国
で
あ
る
鄭
国
を
導

い
た
宰

相

・
子
産
を
重
視
す
る
亀
井
左
伝
学
は
、
国
の
独
立
を
重
視
す
る
学
問
で
あ

っ
た
。
ま
た
子
産
が
法
家
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
亀
井

左
伝
学
も
法
家
的
特
徴
に
満
ち
て
い
た
。
亀
井
左
伝
学
は
言
論

の
自
由
を
国
策
と
し
て
重
視
し
た
り
、
君
臣
の
義
を
相
対
化
す
る

思
想
も
持

っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
『春
秋
左
氏
伝
』
と
い
う
不
磨
の
古
典
が
持

つ
普
遍
性
を
、
亀
井
左
伝
学
が
相
続
し
て

い
た
証

で
あ

っ
た
。

 
福
沢
は
生
涯
に
わ
た
っ
て

「国
の
独
立
」
を
主
張
し
続
け
た
思
想
家
で
あ

っ
た
。
こ
の
思
想
に
は
、
福
沢
が
蘭
学
以
前
に
学
ん

だ
亀
井
左
伝
学
と
い
う

「
縦
の
資
力
」
が
生
か
さ
れ
て
い
た
。
国
際
政
治
学
的
関
心
や
権
謀
術
数
の
肯
定
な
ど
、
亀
井
左
伝
学
と

福
沢
の
思
想
は
多
く
の
類
似
性
が
確
認
で
き
る
。
福
沢
は
明
治
時
代
に
つ
い
て
、
江
戸
時
代
か
ら
の
飛
躍
を
強
調
す
る
面
も
あ

っ

た
が
、
逆
に
連
続
性
を
主
張
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
彼
自
身

の
思
想
は
、
亀
井
左
伝
学
か
ら
の
連
続
性
を
確
認

で
き
る
。

 
最
後
に
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
言
及
し
た
い
。
本
稿
は
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
亀
井
流
左
伝
学
の
学
問
的
特
徴
を
明
ら
か

に
し
、
そ
れ
と
福
沢

の
基
本
思
想
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
に
留
ま

っ
た
。
今
後
は
、
福
沢
に
お
け
る
洋
学

の
影
響
も

考
慮
し

つ
つ
、
彼
の
時

々
の
主
張
に
お
い
て
、
亀
井
学
が
ど
の
よ
う

に
活
か
さ
れ
て
い
る
か
、
よ
り
詳
細
に
明
示
し
て
ゆ
き
た

い
。
ま
た

『左
傳
績
考
』
や
自
石
照
山
に
つ
い
て
も
従
来
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な

い
の
で
、

こ
れ
ら
も
課
題
と
し
た

い
。



福沢諭吉 と亀井学の思想

注(
1
) 

慶

應
義

塾
編

纂

『福

澤

諭
吉

全
集

』

(岩

波
書
店

、

一
九
五

八
～

六
四
年

)
、

五
巻
、

一
一
六

頁
。

以
下

、
福

沢

の
書

に

つ
い
て
、

 

 
岩
波

文
庫

に
所

収

の
作

品

は

そ

の
頁
数

を
、

そ
れ

以
外

は
全

集

の
頁
数

を
記

し

た
。

(2
) 

管

見

の
限
り
、

福

沢

に

お
け

る
和

漢

書

の
影

響

に

つ
い
て
述

べ

た
作

品
は
、

古

田
島

洋

介

「福

沢
諭

吉

の
文
章

と
漢

文

訓
読

」

 

 

(福

沢
諭
吉

協
会

『福

澤

諭
吉

年

鑑
』

24
、

一
九
九

七

年
)
、

小
久

保

明
浩

「
中

津

に

お
け

る
福

沢

諭
吉

の
修
学

と
そ

の
世

界
」

(同

 

 

9
、

一
九

八

二
年
)
、
今
永

清

二

『
福
沢

諭
吉

の
思

想
形
成

』

(勤
草
書

房
、

一
九

七
九

年

)
な

ど

が
あ

る
。

(3
) 

福

沢
諭

吉

『
福
翁

自
伝

』

(岩
波

文
庫

、

】
九
七

八
年
)
、

一
五

～
六
頁
。

福

沢

は

「
十

五
巻
」

と
言

っ
て

い
る

の
で
、
諸

事
情

か

 

 
ら

し
て

こ
れ

は
秦
鼎

の

『
春

秋
左

氏
伝

校
本

』

で
は
な

い
か
と
思

わ

れ
る
。

(4
) 

慶

應
義

塾
編

『福

澤
諭

吉
書

簡
集

』

(岩
波
書

店

、
二

〇
〇

一
～
三

年
)

第

一
巻

、

一
一
四
頁

。

(
5
) 

神

山

四
郎

は

『福

澤
諭

吉

の
歴

史
観
i

「
文

明
論

之
概

略
」

刊
行

百

年
記

念
ー

』

(福

澤
記

念

選
書

一
五
、

一
九

七

五
年

)

二
三

 

 
頁

で
次

の
よ
う

に
論

じ

て

い
る
。

「
『文

明
論

之
概

略
』

と

い
う

こ

の
本

の
最

大

の
論
点

は
ど

こ
に
あ

る

の
か
と

申
し

ま
す

と
、

…
最

 

 
後

の
巻

で
国

の
独

立
を
論

じ

て

い
る

と

こ
ろ
に
あ

る

の
だ
と
思

い
ま
す

。

こ
れ

は

バ

ッ
ク

ル
に
も
ギ

ゾ
ー

に
も

な

い
も

の
で
、
先

生

 

 

が
独
自

の
発
想

で
書

か

れ
た

も

の
で

ご
ざ

い
ま
す

」
。
小

泉
信

三
も

福

沢

に
お

け

る
国

家

独
立

論

が
、

西
洋

思
想

の
影
響

で
は
な

い

 

 

こ
と
を
指

摘

し

て

い
る
。

『小

泉
信

三
全

集
』
、

(文

藝
春

秋
、

「
九

六
八
年

)
、
第

二
十

}
巻

三

六
六

～
七

頁
。

(6
) 

『
福

翁
自
伝

』
岩

波

文
庫
、

二

〇
七

頁
。

(7
) 

従
来
亀

井
南

冥

に
関
す

る

研
究

は
非

常

に
少
な

い
。
本

稿

が
参
考

に
し

た
研

究
書

、
啓

蒙
書

は
、

高
野

江
基

太
郎

『
儒
侠

亀
井

南

 

 

冥
』

(
共
文
社

、

一
九

=

二
年

)
、

荒
木

見
悟

『亀

井
南

冥

・
亀
井

昭

陽
』

(明
徳

出
版

、

一
九

八
八
年

)
、

辻
本

雅
史

『
近
世

教
育

思

 

 
想

史

の
研
究
』

(思

文
閣

、

一
九
九

〇
年

)

な
ど

で
あ

る
。

こ

の
う

ち

研
究

書

と
言

い
う

る
も

の
は
辻

本

だ
け

で
あ

る

が
、

こ
の
書

 

 

は
南
冥

晩
年

の
発

狂
を
租

裸

学

に
附
会

し

た
り
、

南
冥

失
脚

と
寛
政

異
学

の
禁

を
強

引

に
結

び

つ
け

る
な

ど
、

難
点

が
多

い
。

異
学

 

 

の
禁

と
南
冥

失
脚

が
無
関

係

で
あ

る

こ
と

は
、

八
木
清
治

「
亀

井
南

冥
廃

罰
事

件
考

」

(
『
武
蔵

大
学

人
文

学
会
雑

誌
』

第

二
九
巻

第

 

 

一

・
二
号
、

武
蔵

大
学

人
文

学
会

、

一
九
九

七
年

)
も
指

摘
し

て

い
る
。

(8
) 

昭
陽

に

つ
い
て
は
南

冥
よ

り

さ
ら

に
研
究

が

少
な

い
。

管
見

の
限

り
、

南
冥

の
家

風

の
相
続

と

い
う
形

以
外

で
昭
陽

を

独
立

に
扱

 

 

っ
た
研

究
書

は
、

存
在

し
な

い
と
思

わ
れ

る
。

199



(9
) 

荒
木

『
亀
井

南

冥

・
亀

井
昭

陽
』

一
七
八

～

八
Ｏ
頁

に
南
冥

・
昭
陽

の
著

作
目

録

と
刊
行

・
未

刊
行

の
別

が

明
記
し

て
あ

る
。

こ

 

 
の
目
録

に
漏

れ
た
も

の
で
、
筆

者

が
現
物

を
確

認

で
き

た
書

に
亀

井

昭
陽

『史

記
抜

粋

』

(慶

應
義

塾
三

田

図
書

館

・
旧
館

所

蔵

の

 

 
写
本

)

が
あ

る
。

(10
) 

『
左
傳

績
考
』

「
附

録
」

原
文

三
七

丁
。

『
左
傳

績

考
』

は
、
葦

書

房

の
全
集

に
所

収

の
も

の
が
読

み

に
く

い
の

で
、

大

正
六

年

の

 

 
復

刻
版

を
利
用

し

た
。
原

文

の
丁
数

は
必

ず
し

も
通

し
番
号

に
な

っ
て

い
な

い
が
、
巻

数

と
丁
数

で
分
別

が

つ
く

の
で
そ

ち

ら

の
数

 

 
字

を
あ

げ
る

こ
と

に
し

た
。

(11
) 

同
書

、
「
附
録

」

三

八
丁
。

(12
) 

弘
化

三
年
、

廓
然

堂
藏

版
、

書
末

の

「
左
伝

離
題

略
抜

」

に
よ
る
。

(13
) 

『
左
氏

会
箋
』

(冨

山
房

、

一
九
〇

三
年

)
上

巻
、

「
自
序

」
三

頁
。

『
左
氏

会
箋
』

は
引
用

し
た

文
献

を
必
ず

し
も

明
記

し

て

い
な

 

 
い
だ
け

で
な
く

、

『左

傳
績

考
』

を
引

き

な

が
ら

「
箋

曰

く
」

と
し

て

い
る
箇

所

が
無

数

に
あ

る
。

竹
添

が
昭

陽

の
研
究

に
負

っ
て

 

 
い
る
点

は
、
非

常

に
多

い
。

(14
) 

亀

井
南

冥

・
昭
陽
全

集

刊

行
会

編

『亀

井
南

冥

・
昭

陽
全
集

』

(葦
書

房

、

一
九
七

九

年
)

第

六
巻

、
四

七

一
頁
。

同

じ
く

『家

 

 
学
小

言
』
第

二
十
七
章

で
は

『
孔
子

家
語

』
を
重

視
す

る
。

昭
陽

は

『家

語

考
』

と

い
う

書
を

記

し
た
ら

し

い
が
、

現
在

伝

わ

っ
て

 

 
い
な

い
。

荒
木
前

掲
書

九

二
頁
。

(
15
) 

亀

井
学

は
後

述
す

る
よ
う

に
、
子
産

や
管

仲
な

ど
実

際

に
国

を
う

ま
く

治

め
た
政

治
家

も
評

価
す

る
。

こ
の
基
準

に
照

ら
す

と
孔

 

 
子
を

評
価

し

た

こ
と
は
矛

盾

で
あ
る
。

こ
れ

は
今
後

の
考
察

を
要
す

る

問
題

で
あ

る
。

(
16
) 

白

石

に
関

し

て

は
、

赤

松
文

二
郎

編
纂

『
照

山
白

石
先

生
遺

稿
』

(照

山

白

石
先
生

遺

稿
編

纂

会

発
行

、

一
九

三
〇

年
)

が
最

も

 

 
重
要

な
書

で
あ

る
。

し
か

し
校

正

が
あ
ま

く
、

誤
字

脱
字
や

返
り
点

の
間

違

い
の
多

い
こ
と

が
惜
し

ま

れ
る
。

(
17
) 

『福

翁

自
伝
』

岩
波

文
庫

、
五

〇
頁

。

(
18
) 

『
照
山

白
石
先

生
遺

稿
』

上
巻

、
六

〇
頁

。

(
19
) 

『福

翁

自
伝
』

岩

波
文
庫

、

一
六
頁

。

(
20
) 

『
照
山

白
石
先

生
遺

稿
』

「
追

悼
会
報

告

」
三

二
頁

(
21
) 

『
左
傳
績

考
』

「
附

録
」

三

二
丁
。

昭
陽

は
、
宋

代

の
孫
復

を
紹
介

し

「
申

・
韓

の
学

を
以

て
春
秋

を
説

く

は
、

こ

の
人

よ

り
始
ま

 

 
る
」

と

し
て

い
る
。

(
22
) 

吉

田
賢
抗

、
新

釈
漢

文
大

系

一

『論

語
』

(明
治

書

院
、

一
九
六

〇
年

)
、
三

一
八
頁
。
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福沢諭吉と亀井学の思想

(23
) 

小
倉

芳
彦

「
解

説
」

(
『春

秋
左

氏
伝
』

岩
波

文
庫

、

一
九

八
九
年

)
、

下
巻

五

一
一
頁
。

(24
)
 

津

田
左
右

吉

『
左
伝

の
思

想
史

的
研

究
』

(東
洋

文
庫

、

一
九

三
五
年

)
、

六
四

四
頁

(25
) 

『左

傳
績

考
』

「
附
録

」

七
二

～
三
丁
。

(26
) 

大

野
峻

「
国
語

改

題
」

(新

釈
漢

文
大

系
六

六

『
国
語

(上

)
』

明
治
書

院

、

一
九

七

八
年
)
、

二
九

頁

。

(27
) 

『左

傳
績

考
』

「
附
録

」

三
二
丁

。

(28
) 

昭
陽

は

こ

の
時

「
『
論
語
』

曰

く
」

と
言
わ

ず

に
、

こ

の
言
葉

を
唐

突

に
使

っ
て

い
る
。

亀

井
学

の
文
章

が
難

解

で
あ

る

こ

と
を

 
 
示
す
典

型
的

な
例

で
あ

る
。

し

か
し
筆
者

は

『
論
語

』

等

の
デ

ジ
タ

ル

・
テ
キ

ス
ト
を

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
検
索

す

る

こ
と
に
よ

り
、

経

 
 
験

の
不

足
を

そ
れ

な

り

に
補

え

た
と
考

え

て

い
る
。

(29
) 

『左

傳
績

考
』

「
附
録

」

六
七
丁

。

(30
) 

子
産

と

『
左
伝

』

の
関
係

に

つ
い
て
は
、

山
岡
利

一

『
中
国

古
代

思

想
研

究
序
説

 
子

産

の
生
涯

と
思
想

』

(前

田
書

店
出

版
部

、

 
 

一
九

七
八
年

)

が
有
意

義

で
あ

る
。

(31
) 

『亀

井
南

冥

・
昭

陽
全

集
』

一
巻

、

一
四

一
頁
。

(32
) 

『左

傳
績

考
』

一
七

巻
、

八
六

四
丁
。

(
33
) 

新

釈
漢

文
大
系

三

〇

～
三
三

『
春
秋

左
氏
伝

』

(明
治

書
院

、

一
九

七

一
～
八

一
年
)
、

一
四
三

八
～
九

頁
。

(34
) 

『左

傳
績

考
』

二
三

巻
、

=
二
二
八
丁

。

(
35
) 

新

釈
漢

文
大
系

一
一
～

一
二

『
韓
非

子
』

(明
治

書
院

、

一
九

六
〇

～
四
年

)
、

八
二
七

頁
。

(36
) 

『左

傳
績

考
』

一
七

巻
、

八
八

五
丁
。

(
37
) 

同
書

、

「
附
録

」
三

四
丁

。

(
38
) 

『亀

井
南

冥

・
昭
陽

全
集
』

一
巻

、

一
八
九

～
九

〇
頁

。

「変

通

」

は
、

同
書

、
同

巻
、

一
七
三
頁

。

(
39
) 

『左

傳
績

考
』

二

一
巻
、

一
一
九
三
丁

。

(
40
) 

『春

秋
左

氏
伝
』

明

治
書

院
版
、

一
三

二
四

頁
。

(
41
)
 

『亀

井
南

冥

・
昭
陽

全
集

』

一
巻

、

三

一
三

頁
。

(
42
) 

『左

傳
績

考
』

二

一
巻
、

一
一
九

五
丁

。

(
43
) 

『亀

井
南

亘
ハ
・
昭
陽

全
集

』 

一
巻
、 
二
六
一二
百
ハ

(
44
) 

同
書

、
同

巻
、

一
一
七

頁
。
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(45
) 

『
春
秋
左

氏

伝
』

明
治
書

院

版
、

一
四

一
五

頁
。

(46
) 

同
書

、 

一
四

一
六

頁
。

(
47
) 

『左

傳
績

考
』

二
三

巻
、

=
二
〇

一
丁
。

(
48
) 

『亀

井
南

冥

・
昭
陽

全
集

』

一
巻
、

七
七

頁
。

た

だ
し

こ
れ

は

『
左
伝
』

で
は
な

く

『
史
記

』
列

伝

の
逸
話

の
紹

介

で
あ

る
。

(49
) 

同
書

、

同
巻
、

一
七
三

頁
。

(50
) 

同
書

、

六
巻

、
四

九
八

頁
。

(51
)

竹

添
進

一
郎

に

つ
い
て
は

『桟

雲

峡
雨

日
記

』

に

つ
い
て
近
年

研
究

が
進

め
ら

れ

て

い
る
。

町

田
三
郎

『
明
治

の
漢
学
者

た
ち
』

 

 
(研

文
出

版
、

一
九
九

八
年

)
、

財
木

美
樹

「
竹

添
井
井

『桟

雲
峡

雨

日
記

』

訳
注

一
～
五

」

(『
東
洋

古
典

学

研
究
』

東
洋

古
典

学
研

 

 
究
会

第
三

～
七
集

、

一
九

九
七

～
九

年
)

な

ど
。

(52
) 

「有

教
無

類

」

は
葦

書
房

版

の

『亀

井
南

冥

・
昭

陽
全
集

』

に
は
記

載

漏
れ

で
あ

る
。
筆

者

は

こ

の
箇
所

を

慶
應

義

塾
斯

道

文
庫

 

 
所
蔵

の

『
論
語

語
由
』

な

ど

で
確

認

し

た
。

(53
) 

『亀

井
南

冥

・
昭
陽

全
集

』

一
巻
、

一
四
七

頁
。

(54
) 

福

沢
諭

吉

『
学
問

の
す

・
め
』

(岩

波

文
庫

、

一
九

七
八

年
、
改

版
)
、

二

八
頁
。

(55
) 

『福

澤
諭

吉
全

集
』

四
巻

、
三

八

四
頁
。

(56
) 

『
春
秋
左

氏

伝
』

明
治
書

院
版

、

一

一
八
四

～
五

頁
。

(57
) 

『亀

井
南

冥

・
昭
陽

全
集

』

一
巻
、

一
四

一
頁
。

(58
) 

同
書

、

六
巻

、
四

九
〇

頁
。

(59
)
 

『
学
問

の
す

・
め
』

岩

波
文
庫

、

一
二

〇
頁
。

(60
) 

『
文

明
論

之

概
略
』

岩

波
文
庫

、 
一

一
二
頁

。

(61
) 

『
学
問

の
す

・
め
』

岩

波
文
庫

、

一
〇

七
頁

。

(62
) 

『
文

明
論
之

概
略
』

岩

波
文
庫

、
九

〇

頁
。

(63
) 

現
代

日
本

文
学
全

集
五

一

『
福
沢

諭
吉

 
内

村

鑑
三
 

岡
倉

天
心
集
』

(筑

摩
書

房
、

一
九

五

八
年
)
、

四

一
二

頁
、
丸

山

に
よ

る

 

 
「
解

説
」

よ
り

。

(64
) 

大
嶋
仁

『福

沢
諭

吉

の
す

・
め
』

(新
潮

社

、

一
九

九

八
年
)
、

第
二
章

。

(65
) 

丸

山
眞

男

『
福
沢

諭
吉

の
哲

学
』

(岩
波

文
庫

、

二
〇
〇

一
年
)
、
二

七
頁
。

zoz



69 68 67 66
)  )  )  )

『
父
諭

吉

を
語

る
』

(福

沢
先
生

研
究
会

、

『
福

澤
諭

吉
全

集
』

六
巻

、

二
六
二
頁

。

『
文

明
論

之
概

略
』

岩
波

文
庫

、
六
四

頁
。

『
福

澤
諭

吉
全
集

』

六
巻

、
四

二
六
頁

。

一
九

五

八

年

)
、

五

頁

、
 

一
頁

。

(さ

か
も

と
 

し

ん

い
ち
 

 
P

H
P
総

合
研
究

所
研

究
員

)

福沢諭吉 と亀井学の思想
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